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歴史民俗資料館だより

飯
田
村
関
係
の
村
絵
図
は
、
１
枚
も
の
や
冊
子
型
の
も
の
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
水
戸
藩
が
行
っ
た
天
保
検
地
に
伴
い
藩
命

を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
『
天
保
経
界
飯
田
村
田
畠
図
面
』（
嘉か
え
い永
元
年

（
１
８
４
８
）、
鈴
木
洋
家
所
蔵
）
を
基
本
と
し
て
江
戸
時
代
の
飯
田
村
の

姿
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
絵
図
は
庄し
ょ
う
や屋

大
和
田
源
右
衛
門
貞
方
が
描

き
、
庄し
ょ
う
や屋

を
は
じ
め
組
頭
青
山
姓
の
四
郎
介
・
平
兵
衛
・
源
三
郎
・
兵
四
郎
・

長
次
衛
門
の
連
名
で
藩
へ
報
告
し
て
い
ま
す
。
図
面
は
冊
子
型
で
、
は
じ

め
に
一
村
惣そ
う
ず図

と
し
て
見
開
き
で
村
全
体
を
描
き
、
続
い
て
字
ご
と
に
一

筆
ず
つ
番
地
、
所
有
者
、
土
地
の
等
級
、
面
積
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

◀
『
天
保
経
界
飯
田
村
田
畠
図
面
』
表
紙

◀
『
天
保
経
界
飯
田
村
田
畠
図
面
』
よ
り
飯
田
村
一
村

大洞ため池

国道 118 号線

水 

鳥
「
飯
田
村
検
地
絵
図
」
を
楽
し
む
（
前
編
）
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天
保
経
界
飯
田
村
田
畠
図
面
中
央
の
大

洞
た
め
池
か
ら
見
て
み
よ
う
。
た
め
池
は

２
面
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
た
め
池
が
い

つ
、
だ
れ
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
か
は
定

か
で
は
な
い
。
大
和
田
家
の
嘉
永
２
年

（
１
８
４
９
）『
古
今
溜た
め

池
江
筋
道
普
請
積
』

に
は
享
き
ょ
う
ほ
う保２

年
（
１
７
１
７
）
の
大
洞
上

た
め
池
の
広
さ
は
５
７
９
１
坪
、
下
た
め

池
は
３
７
１
２
坪
と
あ
る
。
ま
た
、
同
文

書
中
の
宝ほ
う
れ
き暦

６
年
（
１
７
５
６
）
の
記
録

と
し
て
分
洞
下
た
め
池
が
あ
り
、
そ
の
広

さ
は
４
３
５
６
坪
と
あ
る
。
こ
の
分
洞
た

め
池
は
さ
ら
に
２
番
た
め
池
か
ら
７
番
た

め
池
ま
で
の
記
録
が
あ
る
。
大
洞
た
め
池

の
補
修
工
事
の
記
録
と
し
て
は
安あ
ん
せ
い政
２
年

（
１
８
５
５
）
８
月
の
『
大
洞
溜た
め

池
鋪
浚

御
普
請
日
記
』
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
新

た
め
池
」
の
増
設
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は

荒
れ
地
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
時
「
分
洞
た
め
池
」
は

す
べ
て
飯
田
村
の
範
は
ん
ち
ゅ
う疇

に
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
現
在
は
「
分
洞
た
め
池
」
は
飯

田
分
、「
文
洞
た
め
池
」
は
鴻
巣
分
と
な
っ

て
お
り
、
俗
に
「
七
つ
た
め
」
と
称
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
た
め
池
の
水
源
は
、
後
背
に
あ
る

大
き
な
御
立
山
（
藩
の
持
ち
山
、
面
積
１

町
歩
強
）
の
「
熊
ノ
森
」
で
あ
る
。
大
洞

た
め
池
や
分
洞
た
め
池
の
水
を
補
っ
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
か
な
り
の
保
水
力

を
持
ち
、
わ
き
水
を
誇
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。と
こ
ろ
が
、文ぶ
ん
せ
い政

６
年（
１
８
２
３
）

に
飯
田
村
か
ら
戸
村
御
立
山
谷
津
へ
の
新

た
め
池
設
置
の
願
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

「
当
村
の
内
に
は
出
水
が
無
い
。
雨
水
た

め
池
２
か
所
は
あ
る
が
日
照
り
に
な
る
と

田
圃
は
1
日
で
水
が
枯
れ
て
し
ま
う
。
５

日
も
照
り
続
く
と
苗
代
田
の
水
も
使
い
切

り
、
た
め
池
の
保
水
も
良
く
な
く
、
ま
る

で
干
ば
つ
の
年
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

い
、
百
姓
を
続
け
て
い
く
の
に
至
極
難
渋

し
て
い
る
（
要
約
）」
と
。
し
か
し
、
実

際
に
は
他
村
に
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
こ
の
計
画
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
大
洞
た
め
池
の
堤
上
に
は

「
桜
樹
」
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
大
和
国
奈

良
県
芳
野
郷
か
ら
の
苗
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
が
、
紀
伊
の
吉
野
桜
で
あ
っ
た
も
の

を
、元
の
「
吉
野
」
を
は
ば
か
っ
て
「
芳
野
」

と
言
い
換
え
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。
明
治

22
年
（
１
８
８
９
）
の
新
市
町
村
制
に
よ

り
飯
田
村
・
鴻
巣
村
・
戸
崎
村
が
合
併
し

た
際
の
村
名
「
芳
野
」
は
、
た
め
池
畔
の

桜
樹
群
を
た
た
え
て
命
名
さ
れ
た
と
い
わ

れ
る
。
昭
和
20
年
代
ま
で
は
、
小
学
１
年

生
の
春
の
遠
足
の
名
所
で
あ
っ
た
。

た
。
興
隆
院
は
飯
田
村
の
修
験
で
、
同
じ

修
験
の
三
極
院
（
下
新
田
）
か
ら
分
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。
戸
崎
村
の
鎮
守
鹿
嶋
神

社
の
神
官
を
務
め
た（
神
仏
習
合
の
一
例
）。

●
大
洞
た
め
池

　

大
洞
た
め
池
の
後
背
に
は
筑
波
神
社
が

鎮
座
し
て
い
る
。
宮
前
を
戸
崎
方
面
へ
走

る
道
路
の
北
側
に
「
御
寄
附
静
安
寺
」
と

あ
り
、南
側
に「
御
寄
附
興
隆
院
」と
あ
る
。

静
安
寺
は
正
し
ょ
う
へ
い平７
年
（
１
３
５
２
）
に
佐

竹
義
篤
（
法
名
浄
喜
）
が
父
貞
義
の
菩ぼ
だ
い提

を
弔
う
た
め
に
静
神
社
境
内
に
神
宮
寺
と

し
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
水
戸
藩
主

光
圀
に
よ
り
寛か
ん
ぶ
ん文
８
年
（
１
６
６
８
）
に

飯
田
村
に
引
き
寺
さ
れ
、
さ
ら
に
26
年
後

の
元げ
ん
ろ
く禄
７
年
（
１
６
９
４
）
に
戸
崎
村
の

洞
前
溜
池
北
方
台
地
に
移
っ
た
が
、
こ
の

わ
ず
か
な
間
に
再
び
移
転
さ
れ
た
理
由
は

定
か
で
は
な
い
。天て
ん
ぽ
う保

年
間
に
廃
寺
と
な
っ

●
静
安
寺
と
興
隆
院

▲字「熊野後」

筑波神社
熊ノ森

大洞ため池

静安寺御寄附地

興隆院御寄附地

▲『大洞溜
ため

池鋪浚御普請日記』

「
御
寄
附
」
の
意
味
が
定
か
で
は
な
い
が
、

こ
の
『
検
地
絵
図
』
や
『
上
飯
田
原
寺
院

有
地
』
に
は
上
新
田
東
の
北
に
当
た
る
上

飯
田
原
全
域
お
よ
び
隣
接
す
る
上
新
田
西

地
域
の
一
部
に
も
両
方
の
「
御
寄
附
地
」

が
記
さ
れ
て
い
る
（
静
安
寺
御
寄
附
地
は

中
新
田
に
も
あ
る
）。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、

静
安
寺
は
上
飯
田
原
あ
る
い
は
上
新
田
西

に
移
さ
れ
て
い
た
と
考
え
た
い
。

　

ま
た
、
こ
の
上
飯
田
原
に
「
備
前
山
館

跡
」
が
あ
っ
た
。『
水
府
志
料
』
に
は
「（
古

屋
敷
を
）
備
前
山
と
称
す
、
何
人
の
居
住

す
る
こ
と
を
知
ら
ず
」
と
あ
る
。
江
戸
時

代
中
ご
ろ
に
、
す
で
に
由
来
は
不
明
と
な
っ

て
い
た
が
、
現
在
一
部
に
浅
い
堀
と
土
塁
が

残
さ
れ
て
い
て
そ
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
。

▲字「上飯田原」

静安寺御寄附地

興隆院御寄附地

問い合わせ　☎ 297 － 0080
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熊
ノ
森
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
「
筑
波

神
社
」
が
見
え
る
が
、
元
は
熊
野
権
現

で
あ
っ
た
。
中
世
以
降
山
岳
信
仰
が
盛

ん
に
な
る
に
つ
れ
、
特
に
熊
野
権
現
の

御お

し師
は
盛
ん
に
全
国
へ
布
教
に
出
向
い

た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
熊
野
神
社
が

建
立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
社
伝
で
は
、

元げ
ん
こ
う亨
年
中
（
１
３
２
１
～
１
３
２
３
）

に
紀
州
熊
野
本
宮
か
ら
分
霊
さ
れ
た

と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
飯
田
村
の
領
主

で
あ
り
深
く
熊
野
権
現
を
信
仰
し
て
い

た
掛
札
幹
久
の
勧
か
ん
じ
ょ
う請
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
。
掛
札
氏
は
、
字
楯
の
内
に
館
を
構

え
て
勢
力
を
張
っ
た
領
主
で
あ
る
。
大

和
田
家
文
書
の
元
禄
３
年
（
１
６
９
０
）

６
月
記
録
の
『
鎮
守
等
書
上
控
』
に
よ

る
と
神
体
は
木
像
３
体
、
別
当
は
久
福 ▲現在の筑波神社　後方に愛宕神社

●
熊
野
権
現

寺
、
社
殿
は
板
葺ぶ

き

と
あ
る
。

　

水
戸
藩
主
斉
昭
の
社
寺
改
革
に
よ
り

天
保
15
年
（
１
８
４
４
）
か
ら
「
筑
波

神
社
」
と
改
称
さ
れ
る
と
と
も
に
純
粋

に
神
官
祭さ
い
し祀

と
な
り
、
鴻
巣
村
の
奈
治

原
民
部
が
神
官
を
務
め
た
（
神
仏
分
離

の
一
例
）。
た
だ
し
、
な
ぜ
筑
波
神
社
と

な
っ
た
の
か
は
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
熊
野
権
現
の
祭さ
い
し祀

は
元
禄
13

年
（
１
７
０
０
）、
水
戸
藩
主
光
圀
が

一
乗
院
を
水
戸
吉
田
台
町
か
ら
引
き
久

福
寺
は
廃
さ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
、
鴻
巣

村
に
藤
原
氏
系
の
修
験
（
山
伏
）
三
極

院
宥
孝
が
い
た
。
飯
田
村
の
新
田
開
発

が
な
っ
た
寛
文
３
年
（
１
６
６
３
）
ご

ろ
に
飯
田
村
へ
移
り
住
ん
だ
。
こ
の
三

極
院
が
、
熊
野
権
現
の
別
当
と
な
っ
て

祭さ
い
し祀

を
務
め
て
い
た
が
、
村
役
人
の
嘆

願
も
あ
っ
て
引
き
寺
さ
れ
た
一
乗
院
が

祭さ
い
し祀
者
と
な
っ
た
。

●�

藤
田
幽
谷
・
東
湖
顕
彰
碑
と
藤
田
家

　

熊
ノ
森
の
中
に
あ
る
中
島
の
宮
ノ
台

に
は
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
に
、
芳

野
村
在
郷
軍
人
が
中
心
と
な
っ
て
建
立

し
た
藤
田
幽
谷
・
東
湖
顕
彰
「
尊
王
遺

烈
」
の
碑
が
あ
る
。
大
陸
と
の
関
係
が

風
雲
急
を
告
げ
る
中
、
先
人
の
精
神
を

承
け
て
村
民
一
致
し
、
難
局
に
当
た
ろ

う
と
の
決
意
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
武
田
耕
雲
斎
の
子
孫
や
豊
田

芙
雄
、
芳
野
小
学
校
職
員
一
同
ら
の
名

も
見
え
る
。

　

ま
た
、
こ
の
墓
地
に
は
棒
術
の
指
南

富
田
兵
左
衛
門
顕
彰
碑
も
あ
っ
た
。
門

人
な
ど
７
０
０
人
余
り
が
師
恩
に
報
い

よ
う
と
建
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

平
成
28
年
（
２
０
１
６
）
に
故
あ
っ
て

破
壊
撤
去
さ
れ
た
。

　

藤
田
家
は
字
中
島
に
あ
り
、
代
々
修

験
者
で
あ
り
相
応
の
資
産
も
あ
っ
た
が

そ
の
後
農
業
を
専
ら
と
し
金
衛
門
を
称

し
た
。
一
乗
院
境
内
に
建
立
さ
れ
た
安

永
年
間
の
飢き
き
ん饉
犠
牲
者
供
養
塔
に
は
浄 ▲顕彰碑

財
寄
進
者
と
し
て
金
衛
門
の
名
も
刻
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
経
営

は
進
ま
ず
、
幽
谷
の
祖
父
の
代
に
水
戸

へ
分
家
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
家
は
幕

末
の
安
政
年
間
に
火
災
に
遭
い
資
産
を

失
い
、
ま
た
後
継
者
も
病
弱
が
続
き
、

後
藤
氏
を
め
と
っ
て
数
人
の
子
を
も
う

け
る
も
皆
夭よ
う
せ
つ折

し
て
後
継
者
を
失
っ
て

断
絶
と
な
っ
た
（『
常
総
新
聞
』
大
正

３
年
４
月
５
日
付
）。
現
在
旧
家
跡
に

は
古
井
戸
の
み
が
残
り
、
そ
こ
に
は
東

湖
歿ぼ
つ

後
１
０
０
年
を
記
念
し
て
石
柱
が

立
て
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　

▲旧　藤田家井戸に立つ石柱

歴史民俗資料館だより
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歴
史
民
俗
資
料
館
　

☎
２
９
７
・
０
０
８
０

問
い
合
わ
せ

▼
新
刊
の
お
知
ら
せ

　

那
珂
市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は

「
郷
土
の
古
代
史
を
知
り
た
い
」
と

い
う
市
民
の
声
に
応
え
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
発
掘
調
査
に
加
え
最
新
の

調
査
の
結
果
判
明
し
た
新
知
見
を
盛

り
込
ん
だ
『
発
掘
調
査
で
甦
よ
み
が
える
古
代

の
那
珂
市
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。
写

真
や
図
版
を
多
く
掲
載
し
大
変
読
み

や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆�

内
容
　

先
土
器
時
代
・
縄
文
時
代
・

弥
生
時
代
・
古
墳
時
代
・
飛
鳥
～

平
安
時
代
・
鎌
倉
～
室
町
時
代
の

遺
跡
解
説
、
下
大
賀
遺
跡
調
査
概

略
、
堀
之
内
館
跡
Ⅱ

◆
形
状
　

Ａ
４
版
　

79
ペ
ー
ジ

◆
価
格
　

１
０
０
０
円
（
税
込
）

◆�

取
扱
い
　

歴
史
民
俗
資
料
館
、
生

涯
学
習
課（
瓜
連
支
所
）、
中
央
公

民
館
、
市
立
図
書
館

●
大
和
田
家

� 　

「
打
出
」
は
庄し

ょ
う
や屋
大
和
田
家
の
在
る

字
名
で
あ
る
。
大
和
田
家
は
北
条
氏
の

家
臣
で
下
総
大
和
田
庄
に
移
り
、
天
て
ん
し
ょ
う正

年
間
（
１
５
８
０
年
代
）
に
伊
賀
守
貞

宗
が
飯
田
の
掛
札
館
跡
へ
居
住
し
佐
竹

氏
に
仕
え
た
。佐
竹
氏
の
秋
田
移
住
後
、

貞
宗
・
源
右
衛
門
父
子
ら
が
打
出
に
移

り
農
民
と
な
っ
た
。
貞
宗
の
弟
家
貞
は

秋
田
へ
移
っ
て
い
る
。

　

大
和
田
家
が
字
打
出
に
在
り
、
1
番

地
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
か
ら
検
地
の

測
量
「
打
ち
出
し
」
が
開
始
さ
れ
た

地
点
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
大
和
田

家
文
書
に
は
藩
政
初
期
の
寛か
ん
え
い永

18
年

（
１
６
４
１
）
に
行
わ
れ
た
『
寛
永
検

地
帳
』
や
天
保
期
に
行
わ
れ
た
『
検
地

帳
』
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
大
和
田
源

右
衛
門
宅
に
は
藩
主
光
圀
や
斉
昭
な
ど

歴
代
藩
主
は
帰
国
巡
村
の
お
り
に
立
ち

寄
っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
提
出
し
て
い

る
大
和
田
家
の
由
来
を
ま
と
め
た
『
由

緒
書
上
帳
』（
安
政
３
年
（
１
８
５
６
））

が
残
っ
て
い
る
。

【
後
編
に
続
く
】

▶
大
和
田
家
『
由
緒
書
上
書
』

▶
字
「
打
出
」 大和田家

『
那
珂
町
の
近
世
村
絵
図
』

　

文
中
で
紹
介
し
た
絵
図
は
、
平
成
14

年
に
那
珂
町
教
育
委
員
会
が
発
刊
し
た

『
那
珂
町
の
近
世
村
絵
図
』
に
掲
載
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
の
大
字
は
お
お
よ
そ
江
戸
時
代

の
村
に
当
た
り
ま
す
。
各
村
で
は
村
運

営
の
た
め
、
目
的
に
合
わ
せ
た
村
絵
図

が
作
ら
れ
ま
し
た
。市
内
に
は
こ
の『
水

鳥
』
で
紹
介
し
た
飯
田
村
絵
図
の
ほ
か

に
、
各
村
の
村
絵
図
が
現
存
し
、
庄し
ょ
う
や屋

な
ど
を
務
め
た
家
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。『
那
珂
町
の
村
絵
図
』
で
は
、
そ

れ
ら
を
地
区
ご
と
に
ま
と
め
、
掲
載
し

て
い
ま
す
。
　

　

村
絵
図
か
ら
は
、
田
畑
、
水
路
や
山

な
ど
、
当
時
の
土
地
利
用
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
古
文
書
に
な
じ
み
の
な
い
か
た
も

村
絵
図
を
現
在
と
比
較
し
な
が
ら
読
み

解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

那
珂
町
の
近
世
村
絵
図

◆�
内
容
　

神
崎
・
額
田
・
菅
谷
・
五
台
・

戸
多
・
芳
野
・
木
崎
地
区
の
村
絵
図

◆
価
格
　

１
３
０
０
円
（
税
込
）

◆
取
扱
い
　

歴
史
民
俗
資
料
館

問い合わせ　☎ 297 － 0080
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